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塞および下大静脈の閉塞所見を認めた.手術は右 3区域

切除,外側区の転移切除および外側l六二C1)虹柊に/TI)/--

ル局注を施行.切除肝の病理組織診断は肝平滑筋肉感で

あった.術後,外側区の 1個の転移をこPEITを3回施

行 した,肝平滑筋肉腫の切除例の報告は少なく,養症例

は診断治療上興味深い点が多かったので報暫 した.

14)TAl二:後肝破裂を 来 した.肝細胞癌L7.)1例
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症例は朗歳碍男性.平成 5年9月 漫日頃から,食思不

振,全身倦怠感/)Liあり. 9.JJl()‖J/J院 入院. 人相時,肝

腎障害があり,腹部 CT 上,肝右薬前区域に翻 隻 5cm

太の魔窟性病変を認めた.穐やの検査の結果,肝細胞癌

,しこ診断 し,肝動脈雀枠術 (T̂ Jl;)(':施行 したか,):,_tj~)

果,鷹轟周囲の非癌部の腐死による破裂が示唆 きれた.

肝細胞癌破熱症例に対 して∴t､N･:LHムく子l■-Ilh 良好

な威厳が報告 されているが,選に TAEが契機になり

した非癌部からの肝破裂は,稀ではあるが rrA重三郎合

併症 として注意する必要があると考えられた.

151肝細胞癌 とL')鑑 別か困難てあ ー､た肝 御 1日斗

胴潮膵)1例
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肝LJ)炎症性腫鰍 よ､innこimmこ11ory ll.Wudけlum()[･(tIll')

Ll二報告 され I糾ペ1二川‖二さI.1ている/)li.今回耽 々は､IIyl'

t･L_1lij'冊守イ机 二相准上し.中心部に菌塊/I/J人t､'Jl/I_]T･術例

を経験 した.選者yrgM京関を示唆する師 範な症例と思わ

れ 報告する.

症例は,66歳,女性.61歳, 卜二指腹乳頭郵痛にて,

滞全摘術を施行 心窺部に腫癖を触知 L,精査殿ため入

醍.US,CTにて,肝左餐外側区域に充悪性郎姉癖が

毒られ.,血管造影では,同部位に感染 される肺優 と溶断

した.肝細胞癌 も査定できず,肺癌摘出術を施打 した.

病理では,菌塊を申 し､とし,損耗域,形質細胞が)緑潤を

認め,肉芽o)形成がみUL)わた.

1郎 胆道 系酵 素 が正常 で門脈圧揖鎧を認め,早

期U)PBCと考え られ た 1例
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症例は33歳,好性.肝機能艶常の精塵を臣∃約に平成 5

年 i月当科を受診 した.血清学的検査で胆道系酵素g)輿

常は認LV)左か-,上/)ll.′1''Ⅰ''【'･lghノ1L')卜丹お.しこ,1fJ■Lミト

二･Zン~卜rJr,r扶休 ･杭 J'L)tl抗体腸叶 .Lり t'Iミ(:か鎚,ll

Ii､l什ト＼入F;ii!J_. 卜部消化管内祝鏡検h;.てい[食道静脈

癖を認め,腹部機 首波検査では碑膝 と肺門部血管拡張を

認めた.渡た腹腔鏡肉眼所見では豹紋様続発および門脈

圧先進所鼠を認めた,弧線学的には 農場Cに特徴的 と

さf‖二,(_'NSlX､｣上認ム↓)(,.ナ高二か-.上′牛.細胆管LJ)増牛

I,:敬 -1]所 に認め t'liL';･こI･Frl'し左い組織性て.i吊 ,!.考

え ∴ ｡ナlた .1､J､巨'冊子p兄.Lり本刑く冊 7_:la舟幣束L'HI.yl･J:'.･伴

Il左 し､きかれて上fJ･期しJ)lJlミ(､､L･-_Yj',･昌一.,J豆二.

lTl帖 lIl.一錆 か イJJHて Lf'-,たlL津川 汗､伸 l.骨 錐′1'LJ)

且例
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胆道鈍が良牲肝内胆管狭窄g)溶断に役 立-Jた症例を鮮

映 した,.症例はrll.'LL.亙り州:,./T:腎切除､LI.JltUi場に､L引 IJUJ

除き変通事故の既往がある.平成 5年 33日こ心筋炎にて

入院,その後外果通院 Lて虹濃 が全身倦怠感出現L平成

5年9月直入院する.入院時に軽度g〕灘こ機能障L否を指摘

さJl馳雅趣 IIL'lr-Oi',(Tl､,J･;Fく(二IJl.:施行,左tRt=外側区域枝

L'])狭窄払張を認八･′.)仁 J肘JJ検索し'lI'二(＼1-lrJ､(l)し再考lJt､CS

IIT:施行 狭窄部く∫膜状に挺′ナL/I/_LL')に左-/L-おり.悪性

所見は/L-か･.】上.良性J帖凸狭窄L'))附人目･-Jしてい[p'L人件附

追払 張症.煩発作i舶 廿用 !_骨衆.刺(']:lfJ卜.外侮什.術後

性胆管狭窄などがある.我々が痛潤jは薫の既往かrj外傷

性と考えられ̂た鮒 が拓 か才こ腹部症状がfEか-Jた点かrj雛

l日.j点 も城):..左姓/)11小さく Iyl､('J) し叫JF:演/ノLilt′､左し､こしl･.

よを珊 二内結石はで きに くいと考え拡張術や 手酌は行わな

か-)皮.入院中に倦怠感は消失Lた.肝機能陣 門は薬剤

性と考えられた.


